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平成26年度 石狩市教育委員会会議（12月定例会）会議録 

 

平成26年12月18日（木）       開 会 13時30分 

第２委員会室 

 

○委員の出欠状況 

委  員  氏  名 出席 欠席 備     考 

委員長  徳 田 昌 生 ○   

委 員  門 馬 冨士子 ○   

委 員  松 尾 拓 也 ○   

委 員  山 本 由美子 ○   

教育長    鎌 田 英 暢 ○   

  

○会議出席者 

役     職     名  氏    名 

生涯学習部長 百 井 宏 己 

生涯学習部次長 武 田   淳 

総務企画課長 蛯 谷 学 俊 

学校教育課長 安 崎 克 仁 

社会教育課長 東   信 也 

文化財課長 工 藤 義 衛 

厚田生涯学習課長 熊 谷 隆 介 

浜益生涯学習課長 開 発 克 久 

教育支援センター長 西 田 正 人 

特別支援教育担当課長 森   朋 代 

学校給食センター長 成 田 和 幸 

市民図書館副館長 丹 羽 秀 人 

市民図書館副館長 板 谷 英 郁 

生涯学習部参事 千 葉 則 理 

総務企画課主幹 東     薫 

総務企画課総務企画担当主査 髙 石 康 弘 
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議事日程 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名  

 

日程第２ 議案審議 

議案第１号 石狩市教育委員会出向職員の人事異動について 

議案第２号 教職員の処分内申について 

議案第３号 平成26年度石狩市教育委員会表彰受賞者の決定について 

議案第４号 平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版 

結果報告書」への市町村別結果の掲載に係る同意について 

 

日程第３ 教育長報告 

 

日程第４ 報告事項 

      ① 平成26年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」について（開催案） 

      ② 本町・八幡地区及び厚田区における小中学校整備検討会の開催状況等に 

       ついて 

 

日程第５ その他 

       

日程第６ 次回定例会の開催日程 

       

 

開会宣告 

 

（徳田委員長）只今から、平成26年度教育委員会会議12月定例会を開会します。 

 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名 

 

（徳田委員長）日程第１会議録署名委員の指名ですが、門馬委員にお願いします。 

 

 

日程第２ 議案審議 

 

（徳田委員長）日程第２ 議案審議を議題とします。 
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議案第１号から議案第３号の審議を非公開とする件について 

 

（徳田委員長）議案第１号 石狩市教育委員会出向職員の人事異動について及び

議案第２号 教職員の処分内申については、石狩市教育委員会会議規則第15条第

１項第１号に、また、議案第３号 平成26年度石狩市教育委員会表彰受賞者の決

定については、同規則第15条第１項第４号にそれぞれ該当しますので、非公開案

件として後ほど審議いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

（異議なし） 

 

（徳田委員長）ご異議なしと認め、非公開とすることに決定しました。 

 

 

議案第４号 平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報

告書」への市町村別結果の掲載に係る同意について 

 

（徳田委員長）議案第４号 平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北

海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載に係る同意について、事務局より提

案願います。 

（鎌田教育長）議案第４号 平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北

海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載に係る同意についてですが、これに

つきましては、先般の全国学力・学習状況調査と同様に、道教委が公表する全道

版への結果の掲載について同意を決定するものでありますので、よろしくご審議

を賜りたいと思います。詳細については、千葉参事からご説明いたします。 

（千葉参事）議案第４号 平成26年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北

海道版結果報告書」への市町村別結果の掲載に係る同意について、説明申し上げ

ます。 

これは、12月１日付けで北海道教育委員会教育長名により、市町村の教育委員

長あてに照会があったものです。 

資料の13ページをご覧ください。内容といたしましては、先般の全国学力・学

習状況調査と同様に、基本フォーマットとして各市町村の小学校・中学校別にレ

ーダーチャート、それから各種データを踏まえた分析をし、各市町村の体力向上

策を北海道が公表したいというものであります。これは、平成26年度から実施要

項が改正され、資料６ページの（イ）の①「当該市町村における公立学校全体の
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結果について、それぞれの判断において、（エ）に基づき公表することは可能であ

ること」とされたことから、北海道が市町村の結果についても同意を得て公表し

たいというものであります。 

これまで、本市におきましては、各種目の平均値及び合計得点などを公表して

おりました。このことから、事務局としては、この基本フォーマットに沿って本

市のデータを公表することが可能であると考えておりますので、委員の皆さまに

お諮りするものであります。 

また、基本フォーマットの中ほどにあります各種資料につきましても、児童質

問紙及び学校質問紙の良い面を中心に、さらに分析では、実技の課題も含めて明

らかにしながら、向上策を示していきたいと考えております。私からは以上です 

 

質疑応答 

（徳田委員長）只今、提案説明のありました議案第４号につきまして、ご質問等

ありませんでしょうか。 

 私から１点お聞きしますが、今まで本市で公表していた内容は、各種目の得点

そのものでしょうか。説明の中には、平均値という言葉もありましたが、公表し

ている数値について、少し詳しくご説明ください。 

（千葉参事）本市のホームページに公表しているデータは、各種目の平均数値で

す。例えば、50メートル走であればその平均秒数。それから、握力ですとその数

値です。その他に『Ｔ得点』という偏差値化したものを併せて表記しています。

それから、もうひとつは、各種目を合わせた合計得点も北海道や全国と並べて公

表しております。 

（徳田委員長）各種目の合計得点と言いますと、例えば、50メートル走の場合に

は何秒、それから、立ち幅跳びの場合は何メートルということで単位が異なるわ

けですが、それをある種の絶対的な数値に換算するということでしょうか。 

（千葉参事）そのとおりです。 

（徳田委員長）基本的には、それがレーダーチャートに表されて、場合によって

は、特徴を表す部分として掲載されるという案になるのでしょうか。 

（千葉参事）レーダーチャートには合計得点は含まれません。こちらは、各種目

を偏差値であるＴ得点で表すことになると考えております。また、このＴ得点に

ついては、年次別の変化を示していきたいと考えております。 

（徳田委員長）他にご質問などございませんでしょうか。無いようですので、議

案第４号については、原案どおり可決ということでよろしいでしょうか。 

 

異議なし 
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（徳田委員長）ご異議なしと認め、議案第４号については、原案どおり可決しま

した。 

 

（徳田委員長）以上で、日程第２ 議案審議を終了します。 

 

 

日程第３ 教育長報告 

 

（徳田委員長）日程第３ 教育長報告を議題とします。 

（鎌田教育長）先月の定例教育委員会会議以降の参加行事等について、主なもの 

を報告いたします 

 

 11月 15日 素人そば打ち４段位全国大会（～16日） 

        ・参加者 95名（うち市民７名）、合格者57名（うち市民１名）  

11月 16日 小学校学芸発表会（石狩小） 

11月 20日 管内教育長部会（江別市） 

       ・教職員給与の査定昇給について 

       ・平成27年度当初人事異動について 

11月 25日 平成26年度石狩市表彰式 

       教育文化功労章 

・倉岡孝子着物学院（成人式着付けボランティア） 

・聖

せ い

月流

げつりゅう

日本吟

に ほ ん ぎ ん

剣

け ん

詩

し

舞

ぶ

道会

ど う か い

石狩

い し か り

支部

し ぶ

 

11月 27日 第４回定例市議会開会（～12月12日） 

11月 29日 市町村教育長セミナー 

12月 ３日 第４回定例市議会一般質問（～４日） 

12月 12日 石狩翔陽高校課題研究発表会 

12月 13日 クリスマスコンサート2014 

以上です。 

（徳田委員長）只今、教育長から報告がありましたが、この件について、ご質問

等ありませんでしょうか。 

 

質疑応答 

（松尾委員）２点ほどお聞きします。はじめに、12月５日の校長会研修ですが、

内容が平成27年度学校教育基本方針ということで、これは来年度の方針を作るた

めの研修と考えて良いのでしょうか。 

２点目ですが、12月10日に道立近代美術館の館長が来庁されていますが、どの
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ような用件で来られたのでしょうか。 

（鎌田教育長）１点目の校長研修会についてですが、これは、平成27年度の学校

教育基本方針について、市教委としての考え方を校長に示したものであります。

この方針の元となる教育プランについては現在査定中でありますが、大きく変わ

ることはないものと考え、重点課題も含めた内容について認識していただくため

ご説明をしました。 

 ２点目のご質問ですが、子どもたちが道立近代美術館を見学する際に、入館料

の団体割引が利用できることについて、市内各学校にＰＲしてほしいというご依

頼でした。現館長が道教委の教育長であったこともあり、直接お見えになりまし

た。 

（門馬委員）12月12日の石狩翔陽高校の課題研究発表会ですが、これは、何か特

別な意味があってご案内されたのでしょうか。 

（鎌田委員長）私の記憶では毎年ご案内をいただいています。発表者は札幌市在

住の生徒が多いのですが、今回は樽川中学校の卒業生がおりましたので、出席し

た甲斐がありました。 

（徳田委員長）今回は私も出席させていただきましたが、非常に素晴らしい発表

だったという感想を持ちました。この発表会については、私と教育長宛に案内が

送付されてくるのですが、来年度以降は委員の皆さまにもお知らせして、ご都合

がつけば是非出席していただきたいと考えています。 

（鎌田教育長）生徒達は、この発表会のために１年という長い期間をかけて準備

をします。意外なテーマを持って発表する生徒もおりますので、是非委員の皆さ

まにもご出席いただければと思います。 

（門馬委員）石狩南高校も卒入学式等に参加していると思いますが、市内の高校

と市教委が関わりを持つことはとても良いことだと思います。 

（鎌田教育長）石狩翔陽高校とは総合学科ということも含めて、様々な連携をし

ています。先日、同校のボランティアクラブが手話ダンスを行ったのですが、そ

のクラブに所属している生徒の多くが石狩中学校の卒業生であり、今後石狩中学

校の生徒と交流する予定もあります。石狩南高校については、現在、卒業式入学

式のみの関係ですが、今後、学校祭など新たな連携を深めていきたいと考えてい

ます。 

（徳田委員長）他にご質問等はございませんでしょうか。 

 

なし 

 

（徳田委員長）ご質問等が無いようですので、教育長報告を了解ということにご

異議ございませんでしょうか。 
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異議なし 

 

（徳田委員長）ご異議なしと認め、教育長報告を了解しました。 

 

（徳田委員長）以上で、日程第３ 教育長報告を終了いたします。 

 

 

日程第４ 報告事項 

 

（徳田委員長）日程第４ 報告事項を議題とします。 

 

① 平成26年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」について 

 

（徳田委員長）報告事項①平成26年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」

について、事務局から説明をお願いします。 

（千葉参事）それでは、私から平成26年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナ

ー」について報告申し上げます。資料21ページをご覧ください。 

目的としましては、『専門的知識や実践的指導力など、教職員に求められる資質

の向上を図る』ということで、例年、若手の教職員を集めて実施しております。 

対象としましては、教職経験８年以下の市内小中学校の教諭で、基本的には全

員参加します。そのほか、市内及び管内の校長以下の先生方、保護者、市内の住

民、管内市町村の教育委員会担当者となっています。今年度は、石狩市のみなら

ず、石狩教育局が開催します「北海道の子どもたちの学力を考える会」と共催す

る形で、12月25日午後１時より花川北コミュニティーセンターで実施したいと考

えております。 

内容としましては、学力向上の取組について、石狩教育局から石狩管内の取組

ということ、それから、今年は特に札幌市とともに歩むということで、札幌市教

育委員会からも情報を提供いただく予定となっております。また、２つ目の実践

発表では、４つの市内小学校及び中学校が取組について発表することになってお

ります。これは、本市が学力向上の取組を強く進めていることが管内でも評価さ

れていることの表れであり、そうした理由から、今回開催地として選ばれたもの

と考えております。午後２時55分からは、「学校・家庭・地域が一体となった子ど

もの学力の向上に向けた取り組みについて」と題してパネルディスカッションが

実施されます。コーディネーターについては、石狩教育局の教育支援課長、そし

て、４名のパネリストのうち３名が本市の教員及び地域の方ということで、花川
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小学校長、花川小学校ＰＴＡ会長、そして、学校地域支援本部のコーディネータ

ーの３人に登壇いただいて、それぞれの取組について発表いただくことになって

います。 

この日は、広く参加者を募るということでもありますので、多くの参加を期待

しているところです。私からは以上です。      

（徳田委員長）ありがとうございました。只今の事務局の説明について、ご質問

等ありませんでしょうか。 

 

なし 

 

（徳田委員長）それでは、ご質問がないようですので、報告事項①を了解という

ことでよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

（徳田委員長）ご異議なしと認め、報告事項①を了解いたしました。 

 

 

報告事項② 本町・八幡地区及び厚田区における小中学校整備検討会の開催状況等

について 

 

（徳田委員長）報告事項② 本町・八幡地区及び厚田区における小中学校整備検討

会の開催状況等について、事務局から説明をお願いいたします。 

（蛯谷課長）私から、報告事項② 本町・八幡地区及び厚田区における小中学校整

備検討会の開催状況等について説明申し上げます。口頭での報告となります。 

 会議の開催状況といたしまして、第１回目の会議を９月30日に本町・八幡地区

で、10月９日に厚田区においてそれぞれ開催し、引き続き、第２回目の会議につ

きましては、12月５日に厚田区で、10日に本町・八幡地区で開催いたしました。 

 会議においては、児童生徒の減少により直面する課題への理解は得られました

が、その一方で、地域から学校から無くなることについての複雑な想いも寄せら

れました。何よりも、子どもにとってどのような環境が望ましいのかを考えるべ

きという認識のもとで検討を進めることを確認したところです。 

 地区ごとの状況を述べますと、厚田区においては、平成24年度に一度この児童

生徒の減少に関する課題を検討しており、今回の検討会では具体的な方向性を見

出そうということで、区内の小中学校をそれぞれ１校に集約することも視野に検

討を進め、年度内に一定の結論を見出せればと考えているところでございます。 
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 一方、本町・八幡地区につきましては、この度の検討会が初めて地区の関係者

を交えての会議となりますことから、まずは、児童の推移と学校の現状について

ご理解いただくことを念頭に置いておりまして、現段階で具体的な方向性・結論

についての期限を想定していないところでございます。両地区とも、学校の整備

のあり方については、隣接する地域もあることから、検討会の開催案内や会議の

概要について相互に共有しながら進めております。 

 今後、両地区とも次回の会議を翌年１月下旬から２月上旬に開催することを予

定しており、引き続き各検討会における関係者の皆さまからのご意見を参考に、

整備の方向性の検討を進めてまいりたいと考えております。私からは以上です。 

（徳田委員長）ありがとうございました。只今の事務局の説明について、ご質問

等ありませんでしょうか。 

 

なし 

 

（徳田委員長）ご質問がないようですので、報告事項②を了解ということでよろ

しいでしょうか。 

 

異議なし 

 

（徳田委員長）ご異議なしと認め、報告事項②を了解いたしました。 

 

 

日程第５ その他 

 

（徳田委員長）日程第５ その他を議題とします。 

 事務局から何かございますか。 

 

なし 

 

（徳田委員長）教育委員の皆さまから何かございますか。 

 

なし 

 

（徳田委員長）以上で、日程第５ その他を終了します。 
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日程第６ 次回定例会の開催について 

 

（徳田委員長）日程第６ 次回定例会の開催日程を議題とします。 

 次回については、１月26日の月曜日、10時00分からの開催を予定しております。

よろしくお願い申し上げます。 

 

（徳田委員長）以上をもちまして、公開案件は終了します。 

非公開案件の説明員以外の方は、ご退席願います。 

                                     

 

【非公開案件の審議等】 

14時00分～14時15分 

                                     

閉会宣言 

 

（徳田委員長）以上をもって、12月定例会の案件は全て終了いたしました。 

以上で、平成26年度教育委員会会議12月定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 14時15分 

 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

 

議案第１号 石狩市教育委員会出向職員の人事異動について 

原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

議案第２号 教職員の処分内申について 

原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

議案第３号 平成26年度石狩市教育委員会表彰受賞者の決定について 

原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

会議録署名 

 

上記会議の経過を記録し、その相違ないことを証するため、ここに署名します。 
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平成27年２月４日 

 

委 員 長  徳 田 昌 生          

 

署名委員   門 馬 冨士子 


